
◆ ポイント１ ◆
個人情報は教えないこと！

◆ ポイント２ ◆
その場で契約しないこと！

◆ ポイント３ ◆
一人で悩むより早めに相談！

（※）出所：厚生労働省「認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）」資料

ひとり暮らしですか？
投資の経験は？

必ずもうかります
任せてください

今なら、まだ
クーリング・オフ（※）できますよ

早く相談してよかった

（※）クーリング・オフについては裏面を参照

この人なら
だましやすそうだ

買ってみよう
かしら

高齢者

判断能力が低下した方

過去に被害にあった方

 ひとり暮らしの高齢者や、高齢者のみの世帯は、特に注意を！

 ６５歳以上の高齢者の４人に１人は認知症の人又は予備軍（※）

 個人情報が流出している可能性！被害回復をうたう二次被害に注意！

消費者ホットライン「１８８」に電話しましょう

①見守り・気づき ③相談は、消費者ホットライン１８８②声かけ・確認

消費者庁では、家族だけでなくホームヘルパーやケアマネージャー、保健師、民生委員といった様々な職種の団体が連携し、
地域全体で高齢者などを守る「見守りネットワーク」の整備を推進しています。

家族や地域での 「見守り力」向上のために大事なこと

特に注意が必要な方（心当たりはありませんか？）

（平成28年6月現在）

大丈夫かしら

みんなで協力して、被害を「未然防止」、「早期発見」、「拡大防止」しましょう！

● 高齢者が、複雑で多額の損害を被るおそれのあるＣＯ２排出権取引などを勧誘され被害に遭うトラブル
が発生しています。理解できない投資話、あやしいもうけ話には耳を貸さないこと！

● 判断力の低下した高齢者は被害に気づきません。小さな変化を見逃さず、相談機関につなげましょう。



書面の書き方（例）

● 訪問販売や電話勧誘販売の場合、契約書面を受け取った日から８日間以内（※） で
あれば、無条件で契約を解除できます。

1. 必ずハガキ等の書面で通知する（書面で通知することが法律で決められています。）。

2. 契約（申込）日、事業者名、担当者名、商品名、契約金額を書いて、この契約を解除するとい
うことを書く。あなたの住所、氏名を書くのを忘れずに。

3. ハガキを書いたら、両面コピーを取る（証拠を残すため。）。

4. ハガキは郵便局の窓口で、特定記録郵便又は簡易書留等の「出した日付」がわかる方法で
出す（クーリング・オフは書面を出した瞬間に有効になるため、仮に事業者が「受け取っていな
い」と言っても、クーリング・オフは成立します。）。

5. 上記「3」の両面コピーと、「4」の簡易書留などの証明等の紙を保存する（この２つが、クーリン
グ・オフをしたことの証拠になります。）。

（※）クーリング・オフ期間
法律で決められている書類を
受け取った日から数えます。

（８日間）
・訪問販売
・電話勧誘販売
・特定継続的役務提供
・訪問購入
（２０日間）
・連鎖販売取引
・業務提供誘引販売取引

通信販売にはクーリング・オフ
制度はありません。

検索全国 消費生活センター

契約書面が交付されていない、契約書面に不備がある、クーリング・オフはできないと嘘を
つかれた場合など、上記期間を過ぎていてもクーリング・オフできる場合があります。

クーリング・オフができるかどうか、書面の書き方や手続が分からないなど不明な点は

お近くの消費生活センター等に御相談ください。

最寄りの消費生活センターを知りたいときは

（平成28年6月現在）

クーリング・オフの手続き方法
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